
物質の三態と熱運動
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第１章　物質の構成

３
(1) 固体・液体・気体があるように、物質には３つの状態があること。 物質の三態

(2) 固体・液体・気体の間の変化は、物質の種類が変わらずに状態だけが変化するもの。 物理変化

(3) 燃焼反応や水の電気分解のように、ある物質が別の物質に変わる変化。
化学変化（化学反

応）

(4) 物質を構成する粒子は、その状態にかかわらず、常に運動していること。 熱運動

(5) 固体を加熱していくと分子の熱運動が激しくなり、ある温度で固体が溶けて液体になる現象。 融解

(6) （５）のときの温度。 融点

(7) 液体を冷却していくと分子の熱運動が穏やかになり、ある温度で液体が固体になる現象。 凝固

(8) （７）のときの温度。 凝固点

(9) 液体を冷却していって凝固点以下の温度になっても、すぐには凝固が起こらないことがある状態。 過冷却

(10) 液体の表面付近にある熱運動の激しい分子が、分子間の引力を断ち切って液体の表面から飛び出し、気体になるような現象。 蒸発

(11) 液体の温度を上げていくと、さらに分子の熱運動が激しくなり、液体内部からも気体が発生するようになる現象。 沸騰

(12) （11）のときの温度。 沸点

(13) 気体を冷却していくと、分子の熱運動が穏やかになり、やがて分子間の引力によって集まり液体になる現象。 凝縮

(14) 固体が液体になることなく、直接気体になる状態変化。 昇華

(15) 分子が完全に停止する温度の名称。 絶対零度

(16) （15）を基準とし、目盛りの間隔がセルシウス温度と等しくなるように定めた温度の名称。 絶対温度

(17) （16）の単位。 ケルビン（K）
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